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会 議 次 第 

審議事項 

１ 生物多様性ふるさと川西戦略の令和３年度計画進捗状況について 

２ 生物多様性ふるさと川西戦略の推進について 

３ 生物多様性ふるさと川西戦略の計画改訂について 

その他 

 



 

会 議 結 果 

１ 生物多様性ふるさと川西戦略の令和３年度計画進捗状況他 2 件につい

て、委員に対して説明を実施して意見を頂戴した。 
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別紙「令和４年度 第１回 生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会議事録」の

とおり 

 

 

 

 

 



令和４年度 第１回 生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会議事録 

日時：令和4年5月16日 10:00～11:50  

場所：市役所 4階 庁議室  
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それでは、定刻まで少し早いですけれども皆様お揃いのようですので、只今より令

和４年度 第1回令和４年度 第１回 生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会を開

催いたします。 

わたくしは、事務局として司会を務めさせていただく市民環境部、環境衛生課の増

井と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

本日は皆様におかれましては、お忙しい中お集まりいただきありがとうございま

す。新型コロナウイルス感染症対策を実施しながら迅速に進めてまいりたいと思い

ますので、ご協力の程宜しくお願いいたします。 

 

本日の委員会につきましては、川西市環境審議会規則第３条第２項の規定により、

委員の過半数が出席しなければ開くことはできないこととなっており、本日の出席

は、定数６名に対し、６名で成立となっております。 

 

それでは、お手元に用意しております本日の資料の確認をお願いします。 

まず、環境審議会専門委員の辞令でございます。任期は令和４年４月１日か 

ら令和６年３月３１日まででございます。お名前等誤りがないかご確認願います。 

次に、本日の次第の後、専門部会の名簿（A4縦）、右肩に記載しております 

資料１、２（A4横のもの）、資料３（A4横のもの）、資料４（Ａ4縦のもの）、資料

５（Ａ４縦のもの）、そして資料６（A4横）でございます。 

揃っていますか。もし不足分があるようでしたら挙手をお願いいたします。 

それでは配付資料の令和 4 年度 第１回川西市環境審議会 専門部会（生物多様

性ふるさと川西戦略推進委員会）名簿をご覧ください。 

委員の皆様を順番に紹介させていただきます。 

お名前を順にお呼びいたしますので、その場で一言ずつお願いいたします。 

１番 武田委員長です。 

武田です。よろしくお願いします。 

２番 信田（しのだ）委員です。 

信田でございます。よろしくお願いします。 

３番 牛尾委員です。 

牛尾です。よろしくお願いします。 

４番 服部委員です。 

よろしくお願いいたします。 

５番 足立委員です。 

足立 隆昭です。よろしくお願いいたします。 

６番 田中委員です。 

田中でございます。よろしくお願いします。 

 

続きまして事務局の紹介をさせていただきます。 

壁側に沿って一列で並んでおります一番後方から順に申し上げます。 

市民環境部長の岡本です。 

岡本でございます。よろしくお願いいたします。 

環境衛生課長の中塚です。 

環境衛生課長の中塚と申します。よろしくお願いいたします。 
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環境衛生課の大嶋です。 

環境衛生課の大嶋でございます。今日はよろしくお願いいたします。 

一番前方が環境衛生課の髙田です。 

髙田です。よろしくお願いいたします。 

そして私が、環境衛生課課長補佐の増井です。 

よろしくお願いいたします。 

 

本委員会は、会議公開制度により傍聴できるようになっております。また、会 

議録を迅速かつ適正に作成するため、会議の状況を録音させていただいております。 

それでは、市民環境部長の岡本よりご挨拶申し上げますのでよろしくお願いしま

す。 

 

皆さんおはようございます。市民環境部長の岡本でございます。 

この会議ですね。前回に開かせていただいたのが平成２９年ということで５年ぶ

りくらいに開催ということになります。その間、コロナということでやむを得ない事

情があった部分もありますけども事務局の怠慢という部分もあったかなと思います

ので、この場をお借りいたしましてお詫び申し上げさせていただきます。どうも申し

訳ございませんでした。この間、川西市はかなり大きな動きを受けておるという状況

がございまして、一番大きなところでは、例えば舎羅林山の開発がございます。こち

らがですね、２０年以上の期間を置きながらようやく動いてくるというところで、た

だ、一方でこうした開発が自然環境に大きな影響を及ぼすというところもございま

すので、川西市がこの５年間でどのように変動していったのかというところをご確

認いただいてですね、議論ができればという風に思っております。本日はよろしくお

願いいたします。 

 

それでは、ここからの議事進行は、委員長の武田様にお願いしたいと思います。意

見のある方は挙手いただきますようお願いします 

おられないようですので、それでは武田委員長どうぞよろしくお願いいたします。 

 

皆さん、こんにちは。お忙しい中お越しいただきましてありがとうございます。ま

た、なかなかコロナが収まらない中対面でやっとできるような感じにはなってきて

まあ、収まってはないですけれども今まではオンラインとかが多かったのですけれ

どもまあ少しずつ慣れてきたというか対面でできることが多くなってきたんじゃな

いかと思います。川西市の生物ふるさと川西戦略ができたのは２０１５年平成２７

年ですね。これを作ってどのように実行していくかというのが大事になってくるか

と思います。 

今日、進捗状況の報告があるようですけれども少しずつでも着実に実行していく

ことが大切かと思いますので、ここで一つ忌憚のないご意見をお願いいたします。 

 

それでは、次第にしたがって進めていたいと思います。 

生物多様性ふるさと川西戦略の令和３年度計画進捗状況について説明をお願いし

ます。 

実績についてご説明させていただく前に、本日の会議の概要について簡単に説明

させていただきます。 

次第４の審議事項といたしまして、本日は３点ございます。 

１点目が生物多様性ふるさと川西戦略の令和３年度計画進捗状況についてでござ

います。【資料１】【資料２】でご報告させていただきまして、そのあとに委員の皆様

からご意見をいただくこととしております。 
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続きまして、２点目は、生物多様性ふるさと川西戦略、令和３年度の実績というこ

とで事務局からご報告させていただきまして、今後の普及計画の手法等につきまし

て委員の皆様からご意見を頂戴したいと思っております。 

そして、３点目でございますが、生物多様性ふるさと川西戦略の計画改訂につきま

して、これは今年度スタートします環境基本計画の策定と同時に進めていきたいと

思っているもので今後の方向性を事務局からご説明いたします。このあと、それにつ

きまして、ご意見があれば頂戴する予定でございます。 

最後にその他事項がございましたら、事務局から報告させていただく予定でござ

います。 

それでは続きまして、次第４審議事項（１）「生物多様性ふるさと川西戦略の令和３

年度計画進捗状況について」、資料１を基にご説明させていただきます。 

 

環境衛生課の大嶋でございます。よろしくお願いいたします。それでは、次第４審

議事項（1）「生物多様性ふるさと川西戦略の令和 3 年度計画進捗状況について」ご

説明いたします。お手元の資料1、2をご用意願います。 

まず、資料 1 をご覧ください。１．計画の令和 3 年度進捗状況調査についてであ

りますが、これは生物多様性ふるさと川西戦略において川西市が主体となる４つの

基本戦略に基づく行動計画の具体的な施策の進捗状況調査の結果を資料 1 にまとめ

ております。時間の都合上、すべての項目の説明はできませんが、いくつかの項目に

ついて説明させていただきます。資料 1 をご覧ください。資料左端のナンバー、１

番から順番に打ってあるかと思いますがそのナンバーで申し上げますと 1 ページ目

のナンバー１から 2 ページ目のナンバー6 までで示しております基本戦略１“環境

教育の充実による「ふるさと川西」意識の醸成および生物多様性教育”では保育園の

園児、小学校の児童・教職員、中学生や市民に対して里山体験学習、研修などの環境

教育を実施しております。令和 2 年度は、昨今の新型コロナウィルス感染症拡大防

止の観点から中止もしくは実施回数・日数を減らして実施していた事業が多かった

のですけれども、令和３年度には完全に復活、もしくは部分的に再開している事業が

あります。 

また、6 ページ目のナンバー24 基本戦略４“各主体の連携による生物多様性保全

活動の継続と拡大”では令和４年 2 月に開催予定でありました生物多様性ふるさと

川西戦略シンポジウム、毎年この時期に今まで実施していたのですが、新型コロナウ

ィルス感染症拡大防止のため、３年度は中止となりました。代わりに川西市で活動す

る自然活動団体を紹介する展示会を 1 月に開催することによって、団体との交流を

維持することができました。 

そして、7 ページ目のナンバー28 同じく基本戦略４では、子どもを中心とした体

験学習の拠点及び地域課題解決の場として川西市黒川里山センターを令和５年に開

設予定でございます。今後は当センターを中心に北摂里山を持続的に保全しつつ、地

域の活性化につながる取組を展開していく予定でございます。 

この黒川里山センターの概要につきましては、資料３にイラスト等概要を載せて

ありますのでこちらをご覧ください。 

以上簡単ではございますが、資料 1 進捗状況調査につきましてご説明させていた

だきました。以上でございます。 

 

それでは、ただ今の件につきまして何かご意見等ございませんか。 

かなりはしょった説明だったので細かいところはよくわからなかったのですが。 

何かご意見、質問とかありましたらお願いいたします。 

この評価でＡ以外の基本戦略２ページ目Ｃとなっているのはもうちょっと詳しく

説明していただけませんか。 
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№６と 13と 14および 27です。 

 

今、委員長の方からおっしゃられた件につきまして補足で説明させていただきま

す。左端の№で項目をお伝えいたしますのでそちらをご覧いただけたらと思います。 

№6がＣ評価となっております。こちらは生涯学習センターの短期大学レフネック

川西市高齢者大学リンドウ学園の開催でございますが、コロナ禍の為、かなり開催が

縮小されまして、リンドウ学園につきましては、中止ということで、レフネックにつ

きましても、オープン講座ということで年 3 回の開催ということですので、コロナ

禍ではございますが、実績の評価といたしましては、Ｃということで担当の方から聞

いております。以上でございます。 

続きまして、13 番でございますが、川西市によるモデル整備ということで、市役

所本庁舎南側の側面に太陽光発電システムを設置しまして、モニターで観察できる

ようにするということではございますが、太陽光（発電システム）は設置しておりま

すが、モニターの設置場所が他部署の場所になっておりまして、マイナンバーカード

の関係で事務所のスペースが変わっておりまして、モニターが広く皆様に知られな

い隅っこの方に追いやられてうまく活用ができていなかったということで、Ｃ評価

ということになっております。今後も、せっかくモニターがあるので、何らかの形で

市民の皆様に触れるような場所等を考えていきたいと思っておりまして、Ｃという

ことでございます。続きまして27番がＤ評価ということになっておりまして、こち

らは市民団体・企業などと連携していくということで、生物多様性の拠点となる自然

を管理する事業者などと連携いたしまして、戦略をということであるのですけれど

も、その場所であるシンポジウムがコ 

ロナ禍で 2 年間開催されなかったということで具体的に、県立一庫公園や独立行

政法人の水資源一庫ダム管理事務所と国崎クリーンセンターと連携が十分にできな

かったということでＤになっております。ただ、今年度につきましては、国崎クリー

ンセンターなどで啓発のノウハウをゆめほたるさんが持っておられますので、そち

らの方と連携しながら市民の皆様に何か展示であるとか啓発のものを提供していき

たいという風に考えております。以上が、簡単ではございますが、評価が悪かったい

うものになります。 

 

14番のＢ評価は 

 

14 番の自然に関する情報発信ということで、川西によるモデル整備や景観計画に

よる情報発信というところではございますが、こちらの方が実際には環境保全のた

めに令和 2 年度に景観形成重点地区として指定し、黒川地区を含めて、景観誘導を

図ったり、川西の魅力を高めるために景観創出の為川西市中学校給食センターなど

で景観公共施設等景観形成ガイドラインの運用を行ってカルテをホームページで公

開したりはしたのですけれども、コロナ禍でも工夫をしながらできたということで

ありますが、Ａ評価には至らなかったということでございます。以上でございます。 

 

Ｂ評価だと実施はできたけれども、次年以降はわからないということですか。 

 

そうですね。今後も積極的な情報発信に努めて景観資源の保全活動を促進すると

いうことではございますが、中学校給食センターにつきましても完成しますし、黒川

地区に関することについても一定の目途が立っているということで廃止といういい

方はどうかと思いますが、違う面での都市景観形成についての取り組みは続けられ

るだろうと認識しております。 
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ありがとうございました。今までの中でお意見がありましたらお願いします。 

 

生物多様性について、塩川で特定外来生物が発見されたりして、もともと金魚か熱

帯魚を飼っていた人が放出したと思うんですけれども自分の意志で栽培したり、飼

育いている人が自然には戻さないという教育も含めてやっていただきたい。特にイ

シクサという外来生物が多く販売しているので、私も熱帯魚とか金魚を飼っている

んですけれども、実際調べてみると外来生物で繁殖力が強いのが沢山あったのです

けれども。もし間違って川や池にあると問題を起こしますからそういうのを心に止

めていただいたらと思います。 

 

これについてはいかがでしょうか。 

 

外来生物の対策ということで、自然の中に戻さないというような環境教育啓発と

いう意見でございますので、現在、パンフレット、リーフレットのようなものはあり

ますが、市民の方にも広く周知しているかと言えば、言い切れない部分もございます

ので、計画の改訂の中でその部分に力を入れて、少し指標を整理するとかそういった

面で反映させていただきたいという風に考えております。 

 

ありがとうございます。他にはいかがでしょうか。 

 

担当課がそれぞれあるので、なかなか環境衛生課でできる内容でなくて調整する

ということでしょうが、調整できない場合もあって色々なランクがついているのか

と思うんですけど、ただ、環境衛生課でできることでＤがついているもの、例えば№

27ですね。№27は環境衛生課が独自で出しているわけですからもう少し動けばでき

たのか、コロナの影響があってなかなか動けなかったということはありますけれど

も、例えば一庫公園だとか水資源機構とかとの調整は環境衛生課が頑張ればできた

ということだと思うんですけどそれがＤになっているというのはやっぱりちょっと

おかしいなと、自分たちでできるのに教育委員会、先ほど外来生物の教育の問題があ

りましたけれども、教育委員会にお願いしなくてはいけなくてなかなかできないの

は理解できますけれども、これは環境衛生課がほとんどをやっている部分でＤ評価

をつけるというのはちょっとおかしいなと感じますがいかがですか。 

 

客観的に見て、活動できていなかったというのが事実でございます。それぞれの部

署でコロナ対策とかで動きづらい状況だというところもまた事実でございます。課

長の方から話がありましたけれども、国崎クリーンセンターの方はですね、積極的に

一緒に啓発していきましょうということでして、申し出を受けてまして、この５月に

もですね、啓発活動を展開していこうという風に考えてございますので、次年度の反

省も踏まえてですね今年度はより積極的に活動してまいりたいと。加えて、計画を２

つ、この４年度と５年度で策定してまいりますので、その辺も、多くの市民の方の意

見も聞かせてもらいまして、取り組んでまいりたいとそういう意思表明と受け取っ

てもらえたらと思います。 

 

それならば、Ｃ評価ということになるのではないでしょうか。 

予定ということでＣ評価にしておいた方がいいのではないか。 

 

わかりました。それでしたらＣ評価にさせていただきます。ありがとうございま

す。 
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他はいかがでしょうか。 

 

№26 で植栽をされているんですけれども、桜、ソメイヨシノなどはきれいなんで

すけれども他のエドヒガンなどもあるんですけれども他の樹木なども含めて黒川な

どでも生えているような植物も植えて、自然に親しめるように、しかも名前を付け

て、こういう木が黒川に生えています、川西に生えています、そういう啓蒙できる形

にしていただきたい。 

 

これはできそうな気がするんですがどうでしょうか。 

 

川西の市域で生息しているものを取り入れるというご意見を頂きまして、公園の

植栽につきましては、公園緑地課の方が主に担当しておりますので、そちらの担当の

方に委員のご意見を伝えさせていただきたいと思っています。 

 

木に名札を付けると名前も覚えるし、自然に対する関する関心も高まると思いま

すのでできるだけ名前を付けていただくような工夫をしていただきたい。 

 

担当にもお伝えさせていただきたいと思います。また計画改訂の中で具体的施策

のところでそういった部分を記載していけたらと思っておりますので、また、計画改

訂につきましては委員の皆様からご意見を頂きたいと思っておりますのでよろしく

お願いいたします。 

 

出来るだけそういう風にしていただきたいと思います。 

他にはいかがでしょうか。 

 

最初に出ていました外来生物のことですね。少し情報提供を。私は今、一庫公園に

勤めておりますが、そこは20年前に川西市の応援もあって作られた都市公園なんで

すけれども、全体が50ヘクタールあります。その中に中腹なんだけれども北にダム

湖を抱える中腹に池が２つあるんですね。その池にもモリアオガエルとかニホンヒ

キガエルとかが生息しているんですね。それに絡んで、近くに水路とか排水溝とかが

あって、そこにウシガエルも混在して、かつ下のダム湖から生物が上がってきてま

す。それから、アメリカザリガニが見つかって、駆除したんですけれども、そこには

モリアオガエルの大きな生息地が２つ抱えておりまして、そうしたことを考えたと

きに外来生物については、本公園も環境教育で幼稚園とか小学校、中学校のトライあ

るウィークを受け入れてますので、そういったところで啓発とかはしているんです

けれども、外来生物、先ほど田中委員がおっしゃったように動物植物に関して何か少

しでも、少なくとも特定的な地域についてはそういうものが入り込まないと、そうい

う区域にするのは必要だなと改めて思いました。今一つは№27 で一庫公園も関連し

ているので連携というのはとても大切だと改めて思っています。服部委員もおっし

ゃったように少しの取り組みで近いところにございますのでね。それぞれの施設が。

そういったところで川西市域の中でそういった生物多様性とかそういった環境教育

に絡む施設が近くにありますから大いに勉強して、そういったところを市民の方に

対してそういったところはまた具体的な企画とか推奨案はお願いせんといかんけれ

ども、そういったところも今後本当に考えていかなくてはいけない。ＳＤＧｓを謳っ

ている地球規模で謳ってて、川西市も謳ってて教育の中にもどんどんそういった取

り組みが入ってます。そういう面では、そういったことをかなり率先してやっていか

ないといけないと時期に来ているんじゃないかなと改めて思いましたので少しお話

しさせていただきました。 
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ありがとうございます。ミシシッピアカミミガメとアメリカザリガニはたぶん特

定外来生物に指定されることになると思います。その取り組みは、部署としてはどこ

になるんですか。害獣は産業振興課ですけど、ここの他のものはどこが主チームなの

か。 

 

環境衛生課が市の窓口になっております。ただ、具体的に行動しているかと言いま

すとリーフレットみたいなもので窓口には設置はしているんですけれども、特にそ

れを積極的に市民の皆様に広報している状況でもありませんので、そのあたりは、今

後、委員の皆様からいただいたご意見を基に少し考える余地があるのではないかと

思っております。ありがとうございます。 

 

こういう状況を知ってもらうということはまず必要なことなんですね。地域戦略

にしてもそうですけれども市民に広く知ってもらうことが必要だなと。その上で対

策を考えていかないといけないだろうなと思いますが、他にはいかがでしょうか。 

 

今審議しているのは令和３年度の進捗状況ということで、今言われたような問題

というのは令和４年度の、これからどうするかというところになるかなと思うので、

令和３年度の分はこんなもんじゃないかなと思うんですね。 

 

ありがとうございます。それとちょっとお聞きしたいのは、№10 の地産地消の推

進なんですけれども。これはＡ評価になっているんですが、コロナ感染拡大防止のた

め実施していないということになっているのに、Ａ評価になっているのは、どうなん

ですかね。 

 

産業振興課が評価したものではございますが、確かにコロナで即売会は中止して

おりますが、キルフェボンという有名なケーキ店があるのですけれども、そこが朝採

れのイチジクをそのまま飛行機で朝空輸して東京の店でイチジクのケーキとして販

売するということをＪＡＬのホームページとかに大々的に宣伝、ＰＲをしてくださ

って、即売会で皆様に広く購入していただくことはできなかったけれども全国的に

広くアピール、ＰＲできたということでＡ評価ということを聞いております。 

 

だけど、地産地消の点からすると、当てはまらないんじゃないかと気がしますけ

ど。 

 

申し訳ございません。産業振興課も私が持っておりますけれども、そう意味で言え

ばですね。地産地消には至っていないところがございますので、訂正させていただこ

うかと思います。 

 

他にはいかがでしょうか。 

何かもう一つあったような気がしますね。他、よろしいですか。 

そうしたら、ないようですので、次に行かせていただきたいと思います。 

次は、資料２について事務局より説明をお願いいたします。 

 

引き続き資料2の説明をさせていただきます。 

両面２枚４ページの資料２をご覧ください。 

戦略の進捗状況を評価するための指標を資料２にまとめております。 

まず 1 ページ目の上から３段目、小学校３年生、４年生、５年生を対象とした環
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岡本部長 

境教育の実施をご覧いただきましても、先ほど資料１でも触れさせていただきまし

たが、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から環境教育の参加人数が減少し

たＲ２年度と比較してＲ３年度は人数が増加に転じているのが見て取れるかと思い

ます。 

同じ項目の成果と課題・今後の方向性につきまして、まず成果はどの学年の児童も

環境問題に興味を待つようになったり、広く学習できた点と黒川地区のサポーター

が増加した点を挙げています。また、課題・今後の方向性につきましては、増加した

サポーターの資質の向上のための実地研修の必要性を挙げております。 

簡単ではございますが、資料2評価指標につきましては以上でございます。 

ちなみに、資料1の進捗状況調査と資料2の評価指標に対する専門委員のご意見・

ご質問につきましては、今後それぞれの施策の担当課にも通知して情報の共有を図

るのと同時にご質問につきましては回答を作成しまして、今後、委員の皆様にお知ら

せいたします。 

 以上をもちまして、次第４審議事項（1）「生物多様性ふるさと川西戦略の令和3年

度計画進捗状況について」の説明を終わります。ありがとうございます。 

 

ありがとうございました。今の説明について何か質問、ご意見ございましたらお願

いいたします。 

 

人数ですけど、どのレベルまで行けば、２年度から３年度は増えたとか、良しとす

るような目標値というのはないんですか。どういう目標値の立て方をしているのか 

 

進行管理の件でございますが、この計画ができたのが、平成２７年度からスタート

しているのですが、その計画の中で基本戦略で認定可能な評価指標については、１年

目で実績数値を把握して、その値を踏まえたうえで目標値を決めるふうになってお

るのですけれども、具体的な目標数値を掲示しないまま実績につきまして取りまと

めているという状況でございまして、この中間見直しを機会に項目の整理と具体的

な実績、数値、今おっしゃったようにどこまで行けばよしとするのかというあたりを

検討して掲示していきたいと思っております。申し訳ございません。 

 

他に何かあるでしょうか。 

ちょっとお聞きしたいのですけれども、２ページ目のイノシシやシカの捕獲頭数

ですか、３年度で減ってますけど、何か理由があったのでしょうか。数が減っている

ということでしょうか。 

 

市に届け出て、猟友会によって捕獲いただいた数がこの数だという認識でござい

ます。なぜ減っているのか即答できないのですけれども、その辺はお調べさせていた

だきたいと思います。で、加えて言いますれば、例えば昨年度であれば、特にシカ 

の害なんかが非常に大きくてですね。ある一般のゴルフ場でですね。獣害捕獲の銃の

使用を許可したケースもございましてですね。何か策を打たないといけないという

ことは産業振興課内でも協議はさせていただいておりまして方向性を検討している

ところではございます。 

 

ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

 

アライグマなどは入ってないのでしょうか。 

 

アライグマも入っているはずです。 
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いかがでしょうか。 

 

市民団体、企業などとの連携の構築で企業、学校などが作成した生物多様性戦略の

数の目標値がブランクになっている。その上の目標値は18になっている。これはど

ういうところから。募ったのですか。それとも・・・ 

 

市民団体連携の構築ということで、市内で活動されている自然活動団体の数でご

ざいまして、年に１回、シンポジウム等は開いたりしていたのですが、コロナ禍でな

かなか交流の機会もなく今年は別の項目でもあげておりますが、活動の展示みたい

なものをいたしまして、広く市民の皆様に見ていただいたということでございます。

この数は自然活動団体のうち、私どもの課と交流のある団体の数を示しております。

以上でございます。 

 

ありがとうございます。他にはいかがでしょうか。 

 

２枚目の天然記念物の指定件数ですけれども、全体として地域を指定しているの

でしょうか。 

令和3年に２件とありますが 

 

指定の根拠、基準みたいなものでしょうか。 

 

令和３年は何があるのでしょうか。教えていただけるでしょうか。 

 

すいません。ちょっと手元に資料がありませんので。 

 

それでしたら、私が説明します。令和３年に指定されたものは、水資源機構のエド

ヒガン群落と黒川の台場クヌギ群落で所有者は服部です。 

 

木じゃなくて群落ですね。 

 

教員の研修数とか、ＨＰのアクセス数とか令和２年度から増えているんですけれ

ども、何か要因があったのでしょうか。 

 

ＨＰのアクセス数でございますが、２年度と３年度とコロナ禍ということであり

まして、皆様が自宅でインターネットとかを見られたのかなということが考えられ

るのと、私共の方もＨＰにつきまして、細かい内容を載せるように少し改善を加えた

り、情報を追加したり、そういうこともしましたので、そのあたりがこういう結果に

つながっているのではないかと考えております。以上でございます。 

 

教員の件数もそうなんですけれども、令和２年度からかなり増えている。それまで

に比べたら結構増えているんですけれども何かそういう方策をとったのでしょう

か。 

 

教育委員会の教員の研修につきましては、今現在、手元に資料がございませんの

で、改めて確認させていただきたいと思います。以上でございます。 

 

他には、よろしいですか。 
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委員（服部） 

 

 

岡本部長 

 

教職員の研修なんですけれども、妙見山の山頂で私がやりました。 

 

回数が増えたということは 

 

特にないです。 

 

それでしたら、服部先生のおかげで増えたということですね。 

あと、なければ、次に進ませていただきます。では、「生物多様性ふるさと川西戦

略の推進について」説明をお願いします。 

 

資料３の説明はされてないの。 

 

資料３はどこで説明するのですか。最後で。 

 

資料１の実績の項目の中にございましたのでその参考資料ということで資料３を

提示させていただいております。特にそれについて・・ 

 

こちらについても私の方で簡単に説明させていただきます。資料３をお開き下さい。 

黒川里山センターですね。いろいろ経緯がございまして、なかなか取り決められな

かったという状況がございましたけれどもようやく今年度から建設が可能になった

という状況でございます。里山センターについてはですね、１設置目的を見ていただ

きましたらわかりますように、想定する機能としては、子供を中心とした体験学習そ

の他里山を活用した教育の振興であるとか、関係人口の拡大による地域課題の解決

や地域活性化、黒川地区とその周辺地区の観光案内などを想定しているものでござ

います。施設としましては、木造平屋建てで、旧黒川小学校グラウンド内に整備する

ということでさせていただいております。今、旧黒川小学校のグラウンドにプレハブ

が建っておりますけれど、そのプレハブを撤去させていただいて、その場所に建設を

させていただくと、そういう状況でございます。黒川地区につきましてはですね、避

難所、安全な避難所というものがなかなか確保できないという状況がございしたの

で、黒川里山センターにつきましては、避難所としての機能を有したものとする予定

でございます。平面図を見ていただいたらわかるようにですね、多目的室というのを

設けて多くの方、子供さんであれば１００名程度、小学校低学年であれば１００名程

度、通常であれば大人であれば５０人程度の講座といったものを開催できるような

形で考えております。運営につきましては、今後、指定管理者を募集させていただい

て、その指定管理者にお願いするという形で考えております。大体の想定する機能を

提示させていただいて指定管理者からこのような事業をやっていきたいということ

を公募いたしましてですね、令和５年４月１日から稼働するという予定でございま

す。ちょうど今日、入札が改札になるという状況でございまして、それが無事に入札

されればですね、応札されればですね、これから建設にかかっていくと、そういうよ

うな状況でございます。以上でございます。 

 

よろしいでしょうか。 

 

この黒川里山センターは非常に重要で、例えば生物多様性保全の拠点というよう

な形で位置付けることも可能なわけですね。 

 

はい。 
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実際にも令和３年度にされてるから、環境衛生課の意見というようなものがこの

中に投入されているのでしょうか。生物多様性という用語も全然出てこなくて、子供

たちの環境学習というのは出てきてますけど、それは、里山体験学習と関連して教育

委員会の方から出たと思うのですけれども、そうすると環境衛生課としては、生物多

様性保全をやっているわけですから、やっぱりこういうセンターの中にそういう機

能を導入するような意見を入れてなくてはいけないと思うのですけれども、それが

まったく入っていないですね。それは非常に残念だと思います。 

 

基本的にですね。里山を学んでいくということは、生物多様性についても考えてい

くということになると認識でございます。その部分を全く無視したということでは

なくてですね、日常、黒川地区で活動されている自然環境に取り組まれている団体も

多くいらっしゃいますので、その方たちと連携しながらという形になろうかと思い

ます。それで、基本的、具体時には、あまり決めすぎずにですね、その指定管理者の

提案を受けたいところもございますので、今いただいたご意見は、当然指定管理者の

指定にあたってですね、重要なポイントだという認識でございますので、よろしくお

願いいたします。 

 

生物多様性のことを発言していただける課というのは川西の中では環境衛生課し

かない、そういう課が基本的な要素ですね、生物多様性なんていう、ちょっと言って

いただいたらよかったと思うのと、市長に直談判したのですけれども、この席に私の

資料を預けたいと言って、市長も一応了解されたんですね。するとそういう資料の、

生物多様性に関連するような資料の扱いなんてどうなるのかなというのがすごく心

配で、今、篠崎さんのところに預けているのですけれども、それが川西の方で預かっ

てもらえない、もういらないというのなら処理を考えないといけないので、ちょっと

それが生物多様性の絡みで心配だったということです。 

 

服部先生が資料をたくさんお持ちで、それをこちらに活用いただけたらというこ

とでお話しいただいているのは重々承知しておりまして、その部分も含めて検討さ

せていただくということでございます。 

 

日本一の里山ということですけど、具体的には非常に貧弱だと思います。もうちょ

っと中身も、それからこれではとても記しきれてないような形になっていくんじゃ

ないかと。住宅で山をつぶしたような川西方式という開発方式だったんですけれど

も、もう少し専門家を入れるとかですね、そういう知恵をもうちょっと入れながら進

めた方がいいんじゃないかと・・私の意見です。 

 

ありがとうございます。こちらの資料３を見ていただくとですね。黒川を中心とし

た街づくり方針というものが書かれてございます。この方針を作るにあたっては、黒

川地区の住民の皆さんとかなりの回数協議をさせていただきました。至りました結

論というのが、黒川の景観と言いますか、黒川の在り方というものを大きく変えると

いうのはよろしくないだろうというところでございました。そういうところから一

定の建築に制限を設ける必要があるだろうということで、あくまでも従来の建物に

応じた建物であればいいというところが大きな縛りとしてございましてですね。そ

こからしますと自分たちの作った方針でございますので、それを超えて大きなもの

を建てるというのはできなかったところでございます。ただ、今現在は、ここの里山

センターということなんですけれども、旧黒川小学校北棟・南棟とございますので、

こちらを活用していくということで考えております。北棟については、明治時代の建
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物ですので、保存をちゃんとしていこうということで決定しております。南棟につき

ましては指定管理者の方から提案を頂いてですね、加えてそういううものを市民の

方が望んでらっしゃるということであれば、クラウドファンディングのようなもの

を活用しながら、残すとすれば残していこうというようなことで検討しているとこ

ろでございます。制限がございまして、華美なものができなかったということはご理

解いただきたいという風に思います。 

 

ありがとうございます。よろしいですか。 

 

今のでわかったのですけれども、景観を損なわないようにわざとということです

けれども、今でしたら太陽光発電など屋根につけたりとか、自然エネルギーを使った

りとかしていますが、それは全然考慮されていないと思うんですが。もしこういう環

境問題をやるのだったら、これも問題だと思うのですけれども。どうなのでしょう

か。 

 

当然のことながら、太陽光パネルの可能性も考えさせていただきました。建築部署

ともですね、あってはならないかという協議させていただいたのですけれども、やは

り、太陽光パネル自体が反射するという状況があるので屋根上に大きく掲げるとい

うのは非常に困難があるのかなというところが１点とですね、あと、黒川小学校自体

が谷あいにありますものですから、日照時間が街中と比べて多少ビハインドがある

というところで、そこまでの効果が得られないんじゃないかというところも一つあ

りました。しかし、何とかいるなあということで街灯と言いますか、グラウンドを照

らす部分で一部太陽光のものをつけると、その程度になっております。確かに、これ

からの建物というもの、太陽光をセットしておかなければならないということがあ

りますけれども、そういう事情があったということでございます。 

 

よろしいですか。ありがとうございます。これをうまく活用していければ生物多様

性の保全に対して期待できるのではないかと思います。 

次は、審議事項（２）「生物多様性ふるさと川西戦略の推進について」、説明をお願

いします。 

 

それでは、続きまして、審議事項（2）「生物多様性ふるさと川西戦略の推進につい

て」をご説明いたします。川西市で活動する自然活動団体や市民、学識者等と連携・

協力しながら計画をすすめておりますが、令和元年度までは「川西市生物多様性ふる

さと川西戦略シンポジウム」として講演会やパネルディスカッション（討論会、意見

交換会）、団体の活動紹介などをアステ等で実施しておりましたが新型コロナウィル

ス感染症拡大防止対策として、令和２年度、令和３年度の２か年はシンポジウムの開

催を見送っている状況でございます。代わりに令和２年度は川西市で活動する自然

活動団体を紹介する冊子を作成して、市内の各小学校や公民館などで約２００冊配

布して市民への周知を行い、好評を得ております。そして資料４をご覧ください。令

和３年度はアステ川西の 6 階アステギャラリーにて自然活動団体の活動内容を紹介

するパネル展示会を開催し、団体ごとに写真などで活動報告をしていただきまして、

市民の方に広く計画の周知を行いました。アンケートで“定期的にこの展示を続けて

ほしい。”など14件のご意見を観覧者から頂戴しております。 

今回、展示会はアステギャラリーで開催しましたが、一部の方からは、“行きづら

い”、“場所がわかりづらい”などの意見も聞かれました。今後は、市役所１階“市民

ギャラリー”や、阪急・能勢電鉄川西能勢口駅高架下１階にあります“ギャラリーか

わにし”など人が集まりやすい場所での開催を考えております。 
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今後、開催場所も含めてどのような事業を展開すべきか各委員のご意見を頂戴し 

たいと考えております。 

以上をもちまして、審議事項（2）「生物多様性ふるさと川西戦略の推進について」 

の説明を終わります。ありがとうございます。 

 

ありがとうございました。それでは今の説明に対して、何かご意見等ありましたら

お願いいたします。 

 

川西市がパンフレット、環境衛生課の方で、市民団体のパンフレットを去年（令和

２年度）作っていただいた。そのパンフレットを私の方で１００部位頂いたのですけ

れども、それを私のところに来る人たちに次から次に渡しているのですけれども、

皆、ものすごくびっくりされて、“川西市は素晴らしい”と、これだけ市民団体が活

動しているのは他にはないと。地元でまねはできないけれども、これはすごいという

反響がありました。これ以降も新しい団体ができているのです。例えば、水資源機構

のところで、エドヒガンを守るグループがまた誕生したりしているので、それの修正

版というか追加版というかを作っていただいて、まず、市役所の内部の方々に配って

いただいた方がいいんじゃないかと。内部の方にあまり知られていないのじゃない

かと。評価としては非常に高い。それと今１３のグループがありますけれども、その

グループで１，４，５，６、８，９，１０，１２というグループの活動地が天然記念

物に指定されているんですね。川西市は天然記念物を無茶苦茶勝手に指定している

わけではなくて、市民団体が活動しているところを中心に指定していいて、学校教育

と社会教育の連携と考えている。こんなこと考えられるスケールというのは、県も市

長も他にはないんです。そういうような川西のすごいところをもう少しアピールし

てもいいと思うんで、ぜひとも、パンフレットの作成とか考えてもらったらいいと思

います。あんまり、あれ、市民に配布されていないですよね。私のところは１００部

もらいましたけれども、あまり作っておられないようなので、ぜひ。あれはすごく評

価が高いので、作っていただいたらと思います。以上です。 

 

はい、どうですか。 

 

ご意見ありがとうございます。学校、図書館、公民館等の施設に設置しておりまし

て、自由に見ていただけるようにはしております。それからホームページの方に掲載

しておりまして、ホームページからダウンロードもしていただける形にはしており

ます。頂いたご意見を基に何か広く皆様に知っていただけるような手法等も、ご相談

しながら考えていきたいと思っております。以上でございます。 

 

他にはいかがでしょうか。 

 

色々川西の自然を親しんでもらうというのは、私は、川西自然教室で色々と例会等

をやるんですけれども、それですと参加人数というのはほんの２０人弱位なんです

ね。 

ところが能勢電なんかがやりますと約 200 人というすごい数になって、私も最初

何回か参加したことがあるのですけれども、そのようなところと連携して、色々川西

のいいところを紹介してもらうといいますか、もう少し連携、やってるとは思うので

すけれども、そういうことをやったらどうかなと思うのですが。今はどうなのです

か。やっているのでしょうか。能勢電の集客力もあるようなところね、自然に親しむ

イベントとか。 
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信田さんがおられるので。 

 

一応、能勢電鉄では色々そういった名所旧跡、あるいは天然記念物といったような

場所を時期的に、例えばエドヒガンだったらそういうところを中心にハイキングを

セットするとかそういったことを意識的にやっておりますので、声掛けしていただ

けたら、私は３年前に退職していますけれども、連携はいくらでもやってくれると思

います。お互いにWIN・WINになることですので、どんどん言っていただいたら可

能だと思います。 

 

能勢電鉄の自然愛好会、自然環境部会という部会があって、そこの方々が活動し

て、天然記念物のところの保全をしていらっしゃる。そういう構造があるのです。こ

ういう団体というときに能勢電鉄も入っていただいて、やるのも一つの手だと思い

ます。 

 

それに今まで参加したときは道は事前に笹を刈っているとかやっておられて、な

かなか、普通の市民グループでしたらなかなか手が回らないのですが、能勢電でした

ら人出もあるでしょうし、マンパワーもありますんで、協力して、ぜひ色々と推進し

ていっていただきたいと思います。 

 

他には 

 

今のご意見なんですけれども、里山センターを作らせていただくというところも

あるので、何らか連携できるという方向が今後更に増えてくると思いますので、その

点は、どこの部署ということじゃなくて、市民環境部は特に関わり合いが大きいです

から、様々な面で連携できるように努力してまいりたいというふうに思います。 

 

生物多様性を庁内でもっと知っていおかなければいけないと思うんで、各部署か

ら出してもらって研修会を、服部先生を講師にして、研修会をやってもらったらいい

と思うんです。 

 

前はこの委員会でも各部局から出ていただいていましたよね。 

 

だからなかなか浸透していないんですね。 

特に、大きく関係するのは産業振興課とか現場を触っているというか、そういうと

ころはかなり理解してもらわないと、無茶苦茶になってしまうので、だからその、部

署、庁内は、市民にもそうですけれども、まず庁内で生物多様性とか、外来生物の問

題がどういう風になっているかというのを知ってもらって、やっていく必要がある

と思います。生物多様性と言っても各部署だけじゃなくて全部またがってしまって

いるのでそれではやっぱり理解しておかなくてはならないと思うので、ぜひ庁内の

研修をお願いしたいと思います。それとやっぱり、市民にももっと宣伝というか知ら

してもらわないとなかなか前に進まないと思うので。特に外来生物なんかは知らな

い人が結構いるので、その辺をできるだけ知らしてもらうということが必要かなと

思います。 

 はい、他にはいかがでしょうか。 

 

もう一つ、遺伝子の多様性ということで、なかなか普通の人では理解しにくいこと

だと思うのですけれども、同じメダカでも買ってきたものを川に放つとそのまま元

の在来種と違ったりということがありますので、そういう遺伝子の多様性について
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の啓蒙というものもぜひ黒川の方にセンターを作るのにそれのパネルを作るとかぜ

ひ作っていただきたいと思います。 

 

それも含めて、一般の人にかなり知ってもらう必要があるんだと思うので、そうい

う取り組みもしていただけたらと思いますが。 

他にはいかがでしょうか。よろしいですか。なければ次の「生物多様性ふるさと川

西戦略の計画改訂について」、説明をお願いいたします。 

 

それでは、審議事項（３）「生物多様性ふるさと川西戦略の計画改訂について」ご 

説明いたします。資料５をご用意ください。まず、生物多様性ふるさと川西戦略の前

に上位計画の環境基本計画の策定についてご説明させていただきますが、こちらは

資料５には記載がございませんので、口頭でのみ説明いたします。上位計画の環境基

本計画につきまして、新型コロナウイルス感染症の拡大、地球温暖化によるものと思

われる異常気象や自然災害の激甚化、「脱炭素社会」の実現など環境をめぐる世界情

勢は、計画策定時から大きく変化しています。また、川西市においても、新名神高速

道路の開通、石道、舎羅林山の開発などで、市内の環境も変化しています。今後は更

に CO2を減らす政策が重要になることから、第６次川西市総合計画と整合性を図り

ながら、基本的な考え方と取り組みを継承しつつ、これからの時代を見据えた計画と

する必要があることから、第３次環境基本計画を令和 4 年度と令和 5 年度にかけて

新しく策定することになりました。 

ここから資料５をご覧ください。生物多様性ふるさと川西戦略につきましては、

2022年度（令和４年度）で第１期計画が終了することから改訂を行います。ただし、

生物多様性には長期的な視点が必要であることから現計画を踏まえて大幅な変更は

行わず、現状に合った修正を行うものではあります。このことにつきまして各委員の

ご意見を伺って同計画の改訂に反映させたいと考えております。 

ただいま申し上げました戦略改訂の現時点でのスケジュールにつきましては、今 

年度、来年度２年間のスケジュールを載せております資料６にまとめてあります。 

以上簡単ではございますが、審議事項（３）「生物多様性ふるさと川西戦略の計画 

改訂について」の説明を終わります。ありがとうございます。 

 

ありがとうございました。今の説明について何かご意見・ご質問がありましたら。 

 

環境基本計画の策定と生物多様性戦略の改訂というのは同時に行われるというこ

とですか。ここでプロポーザルによる業者選定と書いてありますけれども、これは環

境基本計画と一緒にやるということなんですか。 

 

時期的には同じではございますが、環境基本計画につきましては、改訂ではなく策

定ということで第 3 期環境基本計画を策定していくというもので、新たな環境の課

題ですね。ＣＯ₂削減に向けた地域計画みたいなものを兼ねたようなものに時代の流

れに合ったものに大幅に改訂していくようなイメージを持っております。生物多様

性につきましては、ちょうど中間見直し年度ということになっておりますので、現計

画を、こちらも現状に合った形に見直すというような位置づけでございますので、一

緒に抜本的に改訂していくものではなく、時期が同じにはなったのですけれども、そ

れぞれの動きは、改訂の作業は別となっております。生物の方はこの専門部会で意見

を出していただきまして、環境審議会に最終かけてというような流れにはなります

ので、関連しているものにつきましては基本計画の改訂、基本計画の中にも生物の部

分は入ってくるものでございますので、そのあたりは先生方のご意見をお聞きでき

たらと思っております。以上でございます。 
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私が気にしているのは例えば尼崎市なのですけれども、私が環境審議会に入って

いるのですけれども、尼崎市の場合は、環境基本計画の改訂とか策定の中に生物多様

性戦略を放り込んでいるのです。いや、放り込もうとしていたんです。でも、それは

やっぱりおかしいと、生物多様性はやっぱり特出しして作ってから、それを環境基本

計画の中に入れこまないと。ごっちゃにしていたらぐちゃぐちゃになってしまうと

いうことで兵庫県自体も戦略の策定はきちんとしてから環境基本計画の中にそれを

活かせというような方向が出ていたので、これを見たら環境基本計画の中に、こうい

う入れられてしまって業者の発注も1社だと思ったのですが、これは別なのですね。 

 

計画については別ものという認識です。ただ、川西市は財政状況が逼迫し、厳しい

ところがありまして、事業者については１社になるというところでございます。その

辺は切り分けながらうまくコントロールしてまいりたいと考えております。まずは

この場でですね、大きなことについてはご意見を頂いてですね、それをちゃんと生物

多様性の戦略に反映させていくということと、環境基本計画に反映させていくとい

う形で進めさせていただきたいというふうに思います。 

 

あちこち環境基本計画に関連しているので、コンサルタントに委託した時に、出て

くるコンサルタントというのは環境基本計画とか生物多様性の戦略とかあっちこっ

ちでやっているんですね。そうすると、市の名前だけ変えただけのような戦略がしょ

っちゅう出てくると。だから川西の植生に合わせたような基本計画なり生物多様性

戦略というものが非常に出にくいところがあるので、プロポーザルという業者の選

定というのは非常に重要な課題になりますので、業者の選定の時に環境審議会とか、

あるいは生物多様性の部会の先生が審査に入るということはあるのですか。 

 

まず審査につきましては、現状では先生に入っていただくことは予定をしていな

いのですけれども、それはやはり入っていただいた方がいいというところでしょう

か。 

 

中身ですので。中身は先生に見てもらわないと絶対にわからないですよ。川西市の

方々だけで決めるとなると、しょっちゅうこの問題に対応しているわけではないの

で、市の職員の方は。いろんな部署を回っておられて、それではなかなかできないで

すよ。少なくとも環境審議会の委員長とか生物部会の武田先生とかが最低限入って

プロポーザルの審査をするというのは絶対必要だと思いますね。 

 

どのようにできるかあれですけれども、ご意見として頂いたということで検討さ

せていただきます。 

 

一応この部会で審議した戦略が環境基本戦略に活かされるという理解でよろしい

ですか。 

 

基本はそうであるという認識です。加えて言えばですね。この元々のふるさと川西

戦略ですね、平成27年にできておりますけれども、非常に、川西市の現状であると

か反映したいい出来だということでご評価いただいたというところがございますの

で、基本的にはいい部分を残しながらですね、大きく変えずに進めていきたいという

風には考えております。 

 

他には何かあるでしょうか。ということはこれは、改訂をどのようにするかという
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のは次の中身、次の部会に出てくるのでしょうか。 

 

現時点でご意見がございましたらこの場でお聞かせいただきたいとも思っており

ますし、実際は次の専門部会で本格的な議論にというふうになっていこうとは思っ

ております。 

 

と言われてもすぐには・・・ 

 

やっぱり専門部会の回数が少なすぎるんですよ。改定に向けて。今の予定で見る

と、来年の 1 月ということですね。その翌年は 1 回だけで生物多様性戦略を作るよ

うな形になってしまっているので。本来ならば 3 回とか 4 回とかやって、それでコ

ンサルタントも入って協議しながら作っていくという構造なんですよ。ちょっとこ

れはまだ、今からでも修正はできるのですけれども、もうちょっと回数をきちんと入

れないと論議ができないと、それと、川西の戦略は我々が作ったので、自分で悪いと

は言えないんですけれども、絶対いいんですけれども、30by30とかも新しいSDGs

とか 

新しい概念がいっぱい入ってきているわけで、その新しい概念をきっちり組み込ま

ないとそれで遅れているといわれる。だから例えば SDGs なんて、どんな計画にも

SDGsって入ってますよね。あれ、半年くらい前だったら、まだそんなことなかった

ですよ。やっぱり何か新しい情報がどんどん組み込まれていくような形でないと新

しい戦略を作った意味がないので。そういう意味ではちょっと間隔があきすぎてい

るような気がします。 

 

いきなり改訂と言われても、どこからついていいのかわからないところがあるの

で。もし、事務局で、こういうところを改訂したいというのがあったら出してもらう

のと、各委員の皆さんの意見、こういうところを直してほしいというのがあったら、

出してもらうということがいいんじゃないかと思います。たたき台がないと、なかな

か議論できないと思うのですがどうでしょうか。 

 

ざっくりとなると思うんですけれども、たたき台を作らせていただいて、いったん

皆さんにお送りさせていただいて、こうした方がいいんじゃないかというご意見を

頂いたうえで専門部会を開催させていただくとかといく方が合理的かなと思います

ので、そういう形で進めさせていただきたいと思います。 

 

たぶんコンサルタントの方が決まっていると思うので、その時はコンサルタント

の方と相談して改訂の大枠を通常だったら、向こうも専門家だと思うんで、出しても

らったらいいんじゃないか。 

 

よろしいですか。 

 

もう一つ提案があります。私とか武田さんを含めてもう老齢化が進んでいますよ。

この委員会 すいません。他の先生方 それで、年寄りの方、年寄りの方って自分に

言っているんですけれども、いいんですけれども、ちょっと若い新しい考え方を持っ

た方を一人か二人入れていただいたら新しい展開ができると思うんですけれども。

ねえ武田先生 

 

はい。そのとおりです。その辺も検討いていただけたらありがたい。 
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あの、今日、委嘱状をお渡しさせていただいたところなので、２年という任期には

なっております。その中で変えていくというのはなかなか難しいところもあろうか

と思いますけど、もし、この方が適任だよという方がおられるようであればご紹介し

ていただければと思います。 

 

委員としてではなく、オブザーバーでもいいかと思いますけど。 

 

オブザーバーじゃなくて特別委員か何かで、委員として位置づけないと。だから、

定例的な委員じゃなくてもいいと思うんですけれども。特別委員という形でお願い

するということです。たぶんそういう規定はあると思うんですけれどもね。特別の時

には委員を入れるというなのが。 

 

可能であったと思いますので、ちょっとどういうやり方ができるかということを

ですねちゃんとこういう形で議論ができないと意味がないと思いますので、また情

報提供させていただいてその上で過去の経緯とかも把握頂いて議論いただける方で

あれば可能かと思います。 

 

ぜひご検討ください。他にはいかがでしょうか。 

 

川西自然教室で色々個体等の観察をしているんですが、生物多様性ふるさとかわ

にし戦略の方で加茂のヒメボタルとかいろいろ取り上げていただいてるんですけれ

ども、環境としては、どんどん悪化していってるんですね。一つは宅地開発みたいな

形で生物が埋め立てられるとか、環境が変わるということがありまして、その川西の

大切な資源である自然というのがどうやって守っていくかと、指定するだけだった

ら、で、あと何もしないだったら、会員の人から言われたりしたんですけれども、そ

ういう点についてもこれからいろいろと考えていきたいと思います。で、大体公有地

であればいろいろ市とか県・国に働きかけたりいろいろできるんですけれども、私で

すとどうしたって制限がありますので、そういった場合だったらどういう風にして

いくか。特に是正するのであれば、そういうことも含めて残された自然を残していく

ということを考えていくような場であればと思います。 

 

はい、私有地の場合は難しいところもあるんですけれども、その辺も含めてどうい

うことができるか考えていく必要があるだろうと思っています。あの、私有地だから

って、放っておいたらどんどんどんどんなくなってしまうこともあるので、そういう

ところも、どういうことができるかってことを考えていっていただければと思いま

す。 

他には？どうぞ。 

 

一番最初にやりました資料１のところ、１２番なんですけれども、ほんとに今後の

ことということに繋がる話であろうかと思います。実は今後の方向性が令和３年度

にも上げてあります。そういう中で一つの例として、１２番にキセラ川西整備のこと

を載せてあるんですね。で、これは公園緑地課が窓口になっていますけれども、中身

を見て私もここに関わっているんですけれども、ここが公園の陸地部門と植生部門

とそれからせせらぎ水路と後施設がございます。園路があって、市民の方にとっては

本当に憩いの場とか学びの場になる本当に中核的な場所ではあろうかと思います。

そういう中で少し絞って水路、小川があるんですけれども、ここを含めて公園からず

っと川西北小学校のもっと向こうに小戸遺跡があります。小戸遺跡から灌漑用水を

引いて、北小の水路を通ってそこにかなり絶滅危惧種のヤリガナオとかマツカサナ
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エとかそういうイシガイの仲間、それからシジミの仲間もそれを引っ張って行って

あそこの公園に繋がって下流に流れているんですけれども。陸地の部門の調整とか

維持管理は結構されているんですけれども、水路の方がですね、そこの中の生物の様

子を見ますと、まさに今武田先生がおっしゃったようにアメリカザリガニとヒメタ

ニシとかですね、モノアラガイとかサカワキガイとかそういう外来の富栄養化のそ

ういった生き物が中心で子供たちは水遊びしててもそういった生き物しか取れな

い。結局、堰があるから、水利組合との関係が出てくるんですけれどもそういう中で

調整をしながら今、公園緑地課が一生懸命動いていただいてます。そういう中でここ

にですね、たった一つですけれども、街づくりのことと環境学習のことと維持管理と

かそういう関連があります。そういうことを考えたときに環境衛生課と文化・観光・

スポーツ課と産業振興課も絡むのでしょうか。本当にいろんな課も情報の交換をし

ながら進めていかないとこういった公園一つでもうまくいかないんじゃないかと。

一部のボランティアだけがお手伝いしてなかなか解決する問題じゃないんで。そう

いう面では、今まで出てきました服部先生とかがおっしゃったように関連の部署と

かを超えた会に定期的にも出ていただいたり、意見を聞く場としてですね入ってい

ただいて横の関係を取っていただいて、施策として活かせるようにしていただけた

らありがたいなと思って聞いておりました。そういう面でですね。ぜひここもです

ね、大切な場所なので、こういったところが川西で沢山あろうかと思いますので、こ

ういったことを住民の力を借りながら一緒にできたらいいんじゃないかなと改めて

思いました。以上です。 

 

川西の戦略の中で特色というのは、要は、個人の所有地っていうのは制限がかかり

にくいというかかからない、基本的には。そういう時に法的な強制力できちっと守っ

ていくためには何かと言ったら自然環境保全というな項目もあるんですけれども、

県条例の中でその中で一番簡単なのは天然記念物に指定するとそこの改変というの

は基本的には許されない。きちんと届けないと条例違反あるいは、国の天然記念物だ

ったら法律違反ということになって、そういうことになる。そういうような，ただ単

に重要だ重要だと県の自然環境課がやってますレッドリストで関連する自治体の重

要な自然というのをドワーっと片っ端から指定されてるんですけれども、ただ、それ

は指定されても強制力ゼロなんです。だから、そこを破壊しようが、何をしようが、

ですから、今牛尾先生が言われた水路のとこなんか指定してるんですけれども、そこ

は破壊されようが何しようが、結局、県の自然環境課の制限の中で全くかからない。

それも個人の所有ということで、で、そういう中で個人の制限が効くのは天然記念物

ということで、川西の場合はできるだけ重要な自然については天然記念物に指定し

ていこうと、で、まあ、指定しやすいのは市の所有地で、水明台とか清和台なんかは

川西市の所有地だったから割と楽に、それでも初めは反対がありましたけれども、ま

あ指定できた。県立公園で一庫公園なんかも天然記念物指定できた。じゃあ個人の所

有地で指定していないかというと、指定しているんです。能勢電鉄も指定されてこん

な重要な自然があるよとアピールはできるかもしれないけど、制限がかかるから、必

ずしもプラスじゃないんですね。そういうような状況の中で自然のことを認識して

いただいて、能勢電鉄から申請するようになったんですね。だから、ものすごく自覚

して、出していただいている。そういう意味で川西の場合は進んでいると。だけど、

他の個人的なものを天然記念物指定を出すかというとそれはなかなか出さないの

で、説得していかないといけないと。だから、今一番大きなところで、黒川のなんて

いうところでしたっけ。一番奥地は？ 

 

渓のサクラ 

 



委員（服部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員（田中） 

 

 

 

 

 

岡本部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長（武田） 

 

 

 

 

 

委員（服部） 

 

 

委員（田中） 

 

 

 

岡本部長 

 

 

 

 

 

渓のサクラをやっている、渓のサクラじゃなくて、一番黒川の奥地の、桜の杜のと

ころなんかは天然記念物を川西のエドヒガンからするとナンバー１なんです。あれ

が指定できないのはなぜかというと所有者から申請ができない。所有者の申請とい

うのは黒川の部落の共有林なんで。あれが取れないとダメなんです。だから天然記念

物、牛尾さんが教育長の時も出したんですけれども、結局後で取り下げられてしまっ

たということで、できない。それをできるだけやろうと時間かけてゆっくりやってる

んですけれども。だから天然記念物指定というのはそういう強制力がつくという意

味ではより面白い。そういう意味で日本で先端的なというのは川西なんです。だけ

ど、みんながハイハイと言ってそれぞれ聞くかというとそうはいかない。ですから、

我々が所有している所は天然記念物に指定されました。だから私らが勝手に何かし

ようと思ってもできない状況になっている。 

 

２つあるんですけれども、一つは市の所有にあればそういうことがしやすくなる

ということで、民間が、土地の寄贈なんかを市の方に申し出に行くんですけれども、

最近はそういうのも維持管理に金がかかるということでなかなか受け付けないとい

う話を聞いたのですけれども、舎羅林山の奥の方でそのような話を聞いたんですが、

どうなんでしょう。 

 

確かに土地というものはですね、管理するとなると相当将来に渡って費用が発生

するというところがあってなかなかこれを寄付で受けるというのは難しいところが

あります。例えば東多田あたりの寄付を受けたわけですけれども、その時も企業さん

の方から５千万円寄付を頂いたうえでやっておりますけれども、ただ、それでは全然

足りない状況にあるのが現状ですね。それで、今、取り組まさせていただいているの

は、例えばそういったところをですね、市が単独でやるということではなくて、国・

県による山林関係の事業でなんか保全していくという方法がないかみたいなこと

は、治山事業ですね、治山事業みたいな取り組みはさせていただいてはいますけれど

も、なかなか、すいません。はっきりとしたことが申し上げられなくて。なかなか寄

付はハードルが高いなというのが現状です。 

 

よろしいですか。東多田の場合はですね、ここのナンバーで言うと何番でしたっ

け？№７の「東多田里山の会」というグループが２年前に設立されて、2年前に入っ

てきて、今も積極的に多田小学校とかのプログラムを受け入れてくださっているん

ですね。で、ここもものすごくきれいになりました。で、できたらここも教育委員会

に言って天然記念物に指定しようというそういう目論見でいるわけです。 

 

川西市もなかなか受け入れにくいでしょうけども、受けないことはないというこ

とです。 

 

それより市だけで寄付とか国からの還元してそれを受け入れる形はないんです

か。要するに、市だとなかなか財政規模が小さいから県とか国の寄付みたいな形で頂

くその戦略の中に一つ組み込むというのは。 

 

枠組みとしてはあるのは先ほど申し上げましたけれども、治山事業、これは国・県

の事業になってくるんですね。ただ、市は何をするかというと所有者の了解を得る。

で、どちらかというと崩れそうだから、これを手当てしなければいけないよね、とい

うことで、何か手段がないかということで、所有者の了解を得て、それに手を入れて

いくと、改善していくという事業があるんですけれども、それもようやくですね、昨

年度 1 箇所手を挙げさせていただいて、なんとかできるかなあみたいな話にはなっ
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ているところではあります。ただそれは自然環境を通していくという観点ではなく

てあくまでも治山の観点になってくるので、ちょっと違うのかなと、全くイコールで

はないという感じはします。ただ、プラスにはなるとは思ってますけど。 

 

今、部長がおっしゃっているのは森林環境譲与税のことですか。 

 

それも含めてです。 

 

ただ、今国から森林環境譲与税というのが来ているので、川西市だったら最終的に

は1千万くらいになるんですね。 

 

森林環境譲与税というのは例えばＮＰＯの一部の報償費とかには入れさせてはい

ただいているんですけれども、それもごく一部というか感じはあります。 

 

シカの対策だとか、シカ柵を作るとかいうようなことに森林環境譲与税を使うと

いうことはできる。あと、森林山村多面的機能というそういう市民団体にお金を出す

というような構造もあるんですけれども、大阪府なんかでは武田先生が委員をして

おられるんですけれども、そういう機能を林野庁から持ってくるというのは個人の

団体でも可能なんです。 

 

川西市の場合、林業というのがほぼほぼ存在してないという現状があるというと

ころもあってですね、ということは要するに個人で所有している山林というのがほ

ぼほぼそのまま放っておかれてしまうという現状があるのかなあというところが非

常に厳しいところではありますね。 

 

森林山村多面的機能の助成金というのは年間かなりの額が出ているんです。私が

委員なんですけれども、そこに出てくる川西市は少ないんです。だからもうちょっと

出せば通るのに、絶対多いのは篠山だとか丹波とか、あの辺はたくさん出ているんで

す。 

 

小さい団体でも出せるので、年間20万とかそんなんでも出せるはずなんで、どん

どん申請してもらったらいいんじゃないかと思いますけど。 

 

それと天然記念物の話が出たんですけれども、一本一本の樹枝に、豊中だったら、

街の木なんかに指定なんかありますけれども、ああいうものは川西はやってないん

ですか。 

 

いや、看板が出ています。市の看板で３０万位かけて看板を作っています。 

 

そういう風にされると街の人もその木に対して評価するというかプライドになり

ありがたいなと。切るのもためらうんじゃないかと。木がどんどん切り倒されていっ

て。 

 

天然記念物に指定されたら、切り倒したら条例違反で逮捕される。 

市指定の天然記念物ということでいざとなれば切られても仕方ないけれども、市

としては大切な木ですよと、まあ象徴みたいなものですよね。 

天然記念物って形だと、市指定だろうが、県指定であろうが、国指定であろうが、法

律条例のもとに縛られるから、伐採は絶対ダメ。市指定の場合でも環境木とか保全木
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とかいうような裏付けのない指定だと別に伐採しても行政的な罰はない。 

 

今でも天然木だったら所有者もすごくいたわると思うんですけれども、それまで

の段階である意味資源木みたいな形で、それで大きな木がここにあって環境として

は非常に大切ですよということを所有者に理解していただいて、指定するというこ

とができれば大きな木が伐採されるというのが防げるんじゃないかという気がしな

いでもないんですけれど。特に加茂の方でやっているんです。あそこはモチノキの大

木が何本かあったんですね。他のところにはなかなかなくて、いいなと思っていたも

のもどんどん切られてしまって、惜しいなと思ったんですけれども。持ち主にしてみ

ればそういう自覚がないのはもちろんとして明るくするにしたって他の木の所有者

にこれがどういう木というのをわかってもらえるやり方を考えなきゃなと思いま

す。 

 

それは次の戦略の中にそういう考えを入れていけばいいんじゃないですか。 

 

ありがとうございました。他には何かよろしいでしょうか。ないようですので「その

他」お願いします。 

 

武田委員長どうもありがとうございました。特に事務局の方からもございません

ので。 

本日の会議の内容を受けまして、次回の委員会までには意見の共有を行いたいと

考えております。 

以上を持ちまして、生物多様性ふるさと川西戦略推進委員会を閉会いたします。本

日はお忙しい中どうもありがとうございました。 

 

次回が１月になっていますが、空きすぎだと思いますね。 

 

ちょっと考えます。 

 

考えてください。 

 

環境審議会への市長からの諮問が１０月くらいになるんです。ちょうどそのあた

りで市長選挙も入っててですね。どうしたものかなというところもあってですね。 

また、考えさせていただきます。ご相談させていただきます。 

 

次回の開催につきましては、追ってご連絡させていただきますので、委員の皆様、

よろしくお願いいたします。 

ここで事務連絡をお伝えいたします。 

車で来庁された方には駐車券をお返しいたしますので、お席でお待ちいただきま

すようお願いいたします。その他の方につきましてはお帰り頂いて構いません。 

本日はお忙しい中どうもありがとうございました。 

お忘れ物の無いように、くれぐれもお気を付けてお帰り下さいますようお願いい

たします。 

 

 

 


